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周産期・小児医療の基幹施設として高度で専門的な医療を提供します。
患者さんとの相互信頼の立場に立った医療を行います。
地域の保健医療機関と連携して、母子保健医療を推進します。
母子に関する疾病の原因解明や、先進医療の開発研究を進めます。

母と子、そして家族が笑顔になれるよう、質の高い医療と研究を推進します。

基本方針

基 本 理 念
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ＩＣＴシステムを用いた在宅医療の推進
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３.システムの概要
　上記の状況等をふまえ、多職種多機関の連携を強化し、
在宅医療を円滑に進めるにあたっては在宅児者の急変時の
状況などを地域の医療福祉関係機関の担当者がタイムリー
に情報共有する必要性が求められ、今回ＩＣＴシステムを
導入することになりました（添付図をご参照ください）。

　一定のルールのもと地域の医療機関のスタッフが、当セ
ンターの電子カルテの内容を随時閲覧し、在宅児者の当セ
ンターでの経過を把握することができるようになり、在宅
時の医療的ケアをよりきめ細かい充実したものとすること
ができると思われます。今回の実施事業では、上述の地域
医療福祉関係機関の連携強化として取り組んできた「在宅移
行期パスおよび小児在宅生活支援地域連携シート」を電子
化し、ライフスタイルの変遷に応じて、地域医療福祉関係
機関で共有化を行います。

　順調に行けばシステム導入は2018年3月です。より良いシ
ステムを作り上げ、患者さんの地域生活がより安心・安全で
有意義なものになるように地域の先生方にもご協力をお願
いします。　　　　　　　(患者支援センター長　位田 忍 )

　この度、在宅医療の充実・推進のため、ＩＣＴシステムの
導入が決まりましたのでその背景と概要をお知らせいたし
ます。施行は来年3月を予定しています。

1.ＩＣＴシステム構築の社会的背景等
　大阪母子医療センターは高度先進医療で周産期・小児の重
篤な急性期疾患を救命し治癒（cure）を目指している3次医
療機関です。一方で、もともとの障がいを持っている子ど
もたちや小児期発症慢性疾患の子どもたちの在宅医療や移
行期医療を通したケア（care）にも積極的に取り組んでいま
す。特に後者においては医療・保健・福祉・教育機関との連
携を重視し、疾患を持ちながら生きる子どもたちの学校や
地域社会での生活を支え、子育てにおける保護者のパート
ナーを目指しています。また現在、医療技術の進歩に加えて、
政府の政策が「慢性の疾患や障がいをもった子どもたちや成
人ができるだけ住み慣れた場所で自分らしく生きる」在宅
医療を推進していることもあり、医療的ケアが必要な在宅
児者は急増しています。

２.在宅療養に対する当センターのこれまでの取り組み　
　当センターに通う多くの患者さんが在宅医療を行ってい
ます。当センターでは大阪府主導の以下の活動を合計6年間
行いました。
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生活を支える地域の医療・教育・福祉機関との連携に重点を置
いて体制を探り、「大阪発～こないするねん！小児在宅医療移
行支援」としてマニュアルにまとめ大阪府のＨＰに公表しまし
た。病院での「安全」であることの主体から「生活や成長発達」
の視点を取り入れた支援体制と地域諸機関へのバトンタッチの
ノウハウを具体的に紹介しています。

病院側の医療（医師、看護師）と福祉（ケースワーカー）や心理士に
よる患者と家族に寄り添った相談業務（エンパワーメント）を担
う専門職がチームとなり在宅医療の移行を支援しました。

長期入院児退院促進等支援事業（平成21～23年度）

高度専門病院における小児在宅移行支援体制整備事業
（平成24～26年度）
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この広報誌に関するご意見・ご要望は F A X にて患者支援センターにお寄せください。

交通のご案内
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地方独立行政法人 大阪府立病院機構

大阪母子医療センター  患者支援センター　

　【初診専用】　  ＴＥＬ：0725-56-9890（直通）
　　　　　　　  ＦＡＸ： 0725-56-5605
　【その他】　      ＴＥＬ：0725-55-3113（直通）
　　　　　　　  ＦＡＸ： 0725-56-7785

〒594-1101 　大阪府和泉市室堂町 840
【 PICUﾎｯﾄﾗｲﾝ 】

☎ 0725-56-1070

【 小児がん・
白血病ﾎｯﾄﾗｲﾝ 】
☎ 0725-57-7677

イブニングセミナーのお知らせ (医療関係者対象）

医療者対象
ホットライン
(※24 時間受付直通）

「ユニバーサル・ワンダー・トイハウス」「ユニバーサル・ワンダー・ミルキングルーム」のご紹介
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診  察  時  間    : 平日 ９時～ 17時 30分
予約受付時間：平日 ９時～ 19時

セラピードッグのご紹介

＊大阪府医師会生涯教育研修システム
　1単位に認定されています。

実施しています！参加ご希望の方は事前にご連絡ください 。
 参加者の ●氏名 ●医療機関名  ●職種 ●人数
　　【連絡先】患者支援センター ☎0725-55-3113

ー ツ ア 

引き続きイブニングセミナーを開催いたします。

時    間 17 時 30 分～ 18 時 30 分 
 研究所大会議室場    所 

事前申込み
ご参加をお待ち
しております！

　「子どもの苦痛は最小限に、笑顔
は最大限に」をモットーに活動し
ているQOLサポートチームが中心
となってセラピードッグ導入に昨
年から取組んでいます。
　今年度は11日を「わんわんの日」
として、日本レスキュー協会から
3匹のわんちゃんが訪問し、子ども
たちに笑顔を運んでくれています。

 本年5月10日（水）に、「ユニバーサル・ワンダー・トイハウス」（プレイルーム）及び「ユニバーサル・ワンダー・
ミルキングルーム」（搾乳室）が当センター2階東棟にオープンしました。

触れ合いや交流を通じて病気やケガ、
または精神的な痛手を受けた人の不安を
減らし、気力を高めこころと身体を癒す
働きをする高度な訓練を受けた犬たちです。

セラピー

ドッグ
って？

 この2つの部屋は、ユニバーサル・スタジオ・ジャ

パン ®を運営する株式会社ユー・エス・ジェイが、

社会貢献事業であるUSJドリームウィーバーズ

活動の一環として、難病の子ども達を支援する

ため、主要取引先と共にチャリティ・ディナー

ショーを開催し、その収益の一部から当セン

ターにご寄付をいただいて、完成したものです。

　【医師相談窓口】    MＡIL：chiren@mch.pref.osaka.jp

　「子どもの苦痛は最小限に、笑顔
は最大限に」をモットーに活動し
ているQOLサポートチームが中心
となってセラピードッグ導入に昨
年から取組んでいます。
　今年度は11日を「わんわんの日」
として、日本レスキュー協会から
3匹のわんちゃんが訪問し、子ども
たちに笑顔を運んでくれています。

触れ合いや交流を通じて病気やケガ、
または精神的な痛手を受けた人の不安を
減らし、気力を高めこころと身体を癒す
働きをする高度な訓練を受けた犬たちです。

セラピセ ー

ドッグ
って？

日  程  テーマ  担当部署  講演者  
2017年 
10/4（水)  

小児在宅医療における臨床工
学技士の役割 

ＭＥセンター 澤竹 正浩 

11/ 1（水)  子どものこころの診療の実際
～発達障害を中心に～ 

子どものこころ
の診療科 

三宅 和佳子 

1 2/ 7 ( 木 )  小児の口腔外科治療 口腔外科 山西 整 

2018年 
１/10 ( 水)  

ここまで手術成績が向上した
新生児期開心手術 

心臓血管外科 盤井 成光 
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